
                                   

         
                      

                        

                            

自尊感情を高める 

校長  上原 史士 

 ４２日間の夏休みが終わり、子供たちの元気な声が学校に戻ってきました。それぞれが充実した夏休みを過ごしてき

たことが、表情からも推察できます。成長の見られた子供もたくさんいました。９月からの学校生活では、新しい目標

をもって、頑張ってほしいです。 

さて、十条小学校の子供たちは、静かに授業に集中できる子供が多く、チャイムがなくても、中休みの終了には全員

が教室にいることができたり、友達に対して温かく接する心優しい子供が多かったりするなど、素晴らしいところをた

くさん挙げることができます。その一方で、少し物足りないなと思うことに、さらなる向上を目指して努力したり、意

欲的に頑張ったりする気持ちがもう少しあるといいと思っています。言われたことを素直に受け入れ、行動できるので

すが、自ら課題を発見し、自らの力で解決していく意欲が出てくるとさらに素晴らしいと感じています。 

日本の子供たちの自尊感情は、外国と比較しても低いことが、幾度となく話題に取り上げられています。子供たちの

自尊感情を高めることは、だれもが考える課題の一つと言えます。 

自尊感情は、「社会的自尊感情」と「基本的自尊感情」があるそうです。「社会的自尊感情」は、他者と比較する感情

で、自分よりも優れた他者に対して劣等感を抱くことがあり、不安定な自尊感情です。「基本的自尊感情」は、自分を大

切な存在として尊重する感情で、十分に愛され、また、活躍の場が与えられることによって身に付きます。 

子供の自尊感情を高める方法として、子供を褒め、認めながら、成功体験を積ませることが大切です。しかし、アメ

リカのある調査によると、そのような育てられ方をした子供たちは、確かに自信はついたものの、自己中心的でわがま

まな振る舞いをすることが増えてしまったそうです。調査結果を一概に評価できるものではないのですが、自尊感情を

高めつつも、他者を思いやる豊かな心を育てることも大切にしたいところです。 

本校の多くの子供たちの様子を見ると、基本的自尊感情も社会的自尊感情も、まだ十分に育っているとは言えないと

感じられます。基本的な自尊感情がしっかり身に付け、少々負荷を与えても耐えられる強さを備え、他者との比較に伴

うストレスを、頑張っていこうとするモチベーションとしてほしいです。 

今後、日常の学校生活や多くの予定されている学校行事を通して、高い目標を目指して努力を積み重ね、困難を乗

り越える逞しさや粘り強さを育てていければと思っています。 

６年生より 

 台風の心配がありましたが、なんとか、８月８日（火）９日（水）

１０日（木）に、日光高原学園を行うことができました。６年生は事

前学習として日光で学習したいことをまとめたり、生活班の役割を

決めたりと期待に胸を膨らませて取り組みました。１日目は、日光

東照宮、魚と森の観察園を見学しました。調べてきた「三猿」や「眠

り猫」を見つけたり、間近でチョウザメの様子を観察したりしまし

た。「三本松」での写真撮影では、晴れになった瞬間を見つけて学年

写真を撮りました。２日目は、「ハイキング」です。朝から雨に降ら

れ、短縮コースのハイキングでしたが、日光の自然を感じながら足

を進めました。戦場ヶ原で見た風景は、東京ではなかなか見られな

い大自然でした。「光徳牧場」で食べたアイスクリームの味は忘れら

れないことでしょう。３日目は、華厳滝、自然博物館を見学しまし

た。華厳滝の迫力に興奮したり、様々な自然の生態に驚いたりして

いました。 雨に降られた時間もありましたが、概ね予定通りの行

程を終えることができました。６年生にとっては最後の宿泊行事、

よい思い出ができたようです。夏休み明けからは、５年生に向けた

パンフレット作りに励んでいきます。 

道徳授業地区公開講座について 

北区教育委員会では、東京都教育委員会と連携し、例年「道徳授

業地区公開講座」を開催しています。本校におきましては、９月９

日（土）の２校時に全学年で道徳の授業、３校時に意見交換会（保

護者会）を実施します。内容は、本校の目指す児童像にある「心豊

かで思いやりのある子」に関わるものを題材としています。 

児童の豊かな心を育むためには、道徳授業のより一層の充実を図

り、学校・家庭・地域社会が一体となった道徳教育を推進すること

が必要です。そのために、授業を公開し、意見交換会を通して、三

者が共通理解を図り相互理解を深めることをねらいとして実施いた

します。 

学校ホームページのおたよりから全学年の指導案集をご覧くださ

い。指導案集をご参照いただき授業参観後、Googleフォームによ

る、アンケート調査にご協力ください。よろしくお願いいたしま

す。 

なお、低学年児童は、わくわくに残ることも可能です。ぜひ、３

時間目の意見交換会（保護者会）をお願いします。 
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日 曜 
時

程 
学 校 行 事 

授業時間 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

１ 金 Ｂ  4 4 4 4 4 4 

２ 土               

３ 日               

４ 月 Ｂ 委員会 安全指導 5 5 5 5 6    6    

５ 火 Ａ  5 5 5 6 6 6 

６ 水 Ｂ 身体計測(５年) 幼保小交流授業（１年） 5 5 5 5 5 5 

７ 木 Ａ 身体計測(６年) 5 5 6 6 6 6 

８ 金 Ａ 身体計測(４年)  5 6 6 6 6 6 

９ 土 特 
土曜授業 道徳授業地区公開講座（２校時） 

意見交換会・保護者会（３校時） 
2 2 2 2 2 2 

10 日               

11 月 Ｂ クラブ⑤ 身体計測(３年) 5 5 5 6 6 6 

12 火 Ｂ 身体計測(２年) 5 5 5 6 6 6 

13 水 特 身体計測(１年)    4 4 4 4 4    4    

14 木 Ａ 脊柱側わん検診(５年) 5 5 6 6 6 6 

15 金 Ａ 避難訓練 校内研究授業（２年） 4 5 4 4 4 4 

16 土               

17 日             

18 月  敬老の日             

19 火 Ｂ リモート産地巡り（食育） 5 5 5 6 6 6 

20 水 Ｂ  5 5 5 5 5 5 

21 木 Ｂ 社会科見学３年 学校保健委員会 5 5 5 5 5 5 

22 金 Ａ たてわり班活動 5 6 6 6 6 6 

23 土  秋分の日           

24 日             

25 月 Ｂ  5 5 5 5 5    5    

26 火 Ａ 校内写生会 5 5 5 6 6  6  

27 水 特 ４時間授業（学校ファミリーの日） 4 4 4 4 4 4 

28 木 Ａ  5 5 6 6 6  6 

29 金 Ａ 理科ゲストティーチャー栄養士授業（３年） 5 6 6 6 6    6    

30 土         

10/

1 
日  都民の日       

２ 月 Ｂ クラブ 安全指導 5 5 5 6 6    6    

３ 火 Ｂ 校内写生会予備日 5 5 5 6 6 6 

４ 水 Ｂ  5 5 5 5 5 5 

５ 木 Ａ 体育学習発表会全体練習 5 5 6 6 6 6 

６ 金 Ｂ 終業式 5 5 5 5 5 5 

 
(１)夏休み作品展・道徳授業地区公開講座・保護者会につきましては、本日配布の手紙に詳細をお知らせしていま

す。ご確認の上、参観をよろしくお願いします。 
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